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都
心
部
か
ら
す
ぐ
に
急
坂
が
続
く

　

　

神
戸
市
中
心
部
に
程
近
い
、
新
開
地
駅
。

東
側
か
ら
阪
急
電
車
と
阪
神
電
車
、
西
側

か
ら
山
陽
電
車
が
や
っ
て
く
る
こ
の
地
下

駅
に
は
、
北
側
か
ら
も
う
一
つ
、「
神
鉄
」

こ
と
神
戸
電
鉄
も
乗
り
入
れ
る
。
た
だ
し
、

同
駅
か
ら
の
１
駅
間
は
、
厳
密
に
は
神
鉄

の
路
線
で
は
な
い
。
同
駅
と
こ
こ
に
乗
り
入

れ
る
線
路
な
ど
の
施
設
は
、
い
ず
れ
も
神

戸
高
速
鉄
道
と
い
う
会
社
の
所
有
で
、
神

鉄
を
含
む
各
社
は
施
設
を
借
り
る
形
で
営

業
し
て
い
る
。

　

同
駅
を
出
た
下
り
列
車
は
ゆ
っ
く
り
進

み
、
わ
ず
か
１
分
ほ
ど
で
湊
川
駅
に
到
着
。

こ
こ
か
ら
が
正
真
正
銘
の
〝
神
鉄
の
路
線
〞

だ
。
今
度
は
勢
い
よ
く
加
速
し
、
い
き
な

り
も
の
す
ご
い
角
度
の
坂
を
ぐ
い
ぐ
い
と

上
り
始
め
た
。
地
上
に
出
る
と
、
周
り
の

家
々
や
道
路
の
様
子
か
ら
、
そ
の
坂
の
き

つ
さ
が
さ
ら
に
よ
く
分
か
る
。
そ
れ
も
そ
の

は
ず
、
し
ば
ら
く
は
神
鉄
で
最
急
と
な
る

50
パ
ー
ミ
ル
（
１
０
０
０
ｍ
進
む
ご
と
に
50

ｍ
上
る
）
の
勾
配
が
続
く
。
標
高
差
は
約

１・９
㎞
先
の
長
田
駅
で

早
く
も
70
ｍ
、
約
９・３

㎞
先
の
北
鈴
蘭
台
駅
で

は
３
４
６
ｍ
。
全
国
で

も
有
数
の
急
勾
配
で
あ

り
、
神
鉄
の
車
両
は
こ

の
急
坂
を
安
全
に
下
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ブ

レ
ー
キ
装
置
を
備
え
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
神

鉄
は
坂
を
上
る
三
田
・

粟あ

お生
方
面
行
き
が
下
り

列
車
、
坂
を
下
る
新
開

地
行
き
が
上
り
列
車
だ
。

行
楽
輸
送
か
ら

通
勤
輸
送
へ
推
移

　

鈴
蘭
台
駅
で
、
神
鉄

の
路
線
は
２
方
向
に
分

車窓から見た公園都市線。複線化も可能なよう
に、敷地が確保されている

桜の中を走行する神鉄有馬線（湊川・長田間、令和 2年 4月撮影）

地上に出るとすぐに急勾
配が続く（上）、50 パー
ミルの上り勾配を示す標
識（左）

2面ある新開地駅の神鉄ホーム。右側を有馬線
系統、左側を粟生線系統の列車が使う

神
戸
市
の
中
心
部
か
ら
Ｙ
字
状
に
路
線
を
伸
ば
す
神
戸
電
鉄
。

通
勤
・
通
学
や
行
楽
輸
送
な
ど
、
沿
線
の
人
々
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。

利
便
性
の
高
い
運
行
本
数
や
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ
、

沿
線
の
活
性
化
を
通
じ
て
鉄
路
の
存
続
を
図
っ
て
い
る
。

文
・
写
真
：
伊
原
　
薫

神 

戸 

電 

鉄

【兵庫県】

平成 22年にデビューした
マスコットキャラクターの

「しんちゃん」

地
域
鉄
道
を

訪
ね
て 
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■ 神戸電鉄株式会社
〈会社概要〉
本　　社　〒 652-0811　
　　　　　神戸市兵庫区新開地 1-3-24
設　　立　大正 15年 3月 27日
資 本  金　117億 1,072 万 1,585 円
代  表  者　代表取締役社長　寺田 信彦
従業員数　534名（出向者を除く）
〈路　　線〉
営業区間　有馬線 : 湊川・有馬温泉22.5km
　　　　　三田線 : 有馬口・三田 12.0km
　　　　　公園都市線 : 横山・ウッディタ
　　　　　ウン中央 5.5km
　　　　　粟生線 : 鈴蘭台・粟生 29.2km
　　　　   神戸高速線 : 湊川・新開地0.4km
駅　　数　全 47駅
車 両 数　計 155両　※保存用車両を除く

■ 鉄道・運輸機構の助成実績
鉄道軌道近代化設備整備費補助金　
平成 16～ 19年度
鉄道軌道輸送高度化事業費補助金　
平成 20・21年度
踏切保安設備整備費補助金　　　　
平成 28～ 30年度、令和元・2年度
車両のワンマンカー化、レール・分岐器の
重軌条化、PC枕木化、出改札の改良、車両
の更新、踏切保安設備の新設および更新等

■ 神戸電鉄路線図
か
れ
る
。
こ
の
列
車
は
北
東
へ
伸
び
る
有

馬
線
に
進
路
を
取
り
、
再
び
坂
を
上
り
始

め
た
。
谷
上
駅
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
渡
っ
て

上
り
本
線
ホ
ー
ム
に
到
着
。
同
じ
ホ
ー
ム

の
向
か
い
側
に
停
車
し
て
い
る
神
戸
市
営

地
下
鉄
の
列
車
に
、
何
人
か
の
乗
客
が
乗

り
込
ん
だ
。
こ
の
接
続
を
便
利
に
す
る
た

め
の
配
慮
と
い
う
わ
け
だ
。

　

有
馬
口
駅
で
乗
り
換
え
、
有
馬
温
泉
駅

へ
。
神
鉄
は
、
旧
社
名
「
神
戸
有
馬
電
気

鉄
道
」
が
示
す
通
り
、
も
と
も
と
日
本
三

古
泉
に
数
え
ら
れ
る
有
馬
温
泉
へ
の
行
楽

輸
送
が
目
的
の
一
つ
だ
っ
た
。
そ
の
特
徴
的

な
泉
質
は
、
今
も
多
く
の
観
光
客
を
引
き

つ
け
て
い
る
。
一
方
、
三
田
線
の
沿
線
で
住

宅
地
開
発
が
進
む
に
つ
れ
、
通
勤
輸
送
の

ウ
エ
イ
ト
が
増
大
。
新
開
地
か
ら

の
列
車
は
、
そ
の
大
半
が
三
田
線

に
直
通
し
て
お
り
、
今
や
こ
ち
ら

が
メ
イ
ン
ル
ー
ト
だ
。
公
園
都
市

線
の
開
通
後
は
、
さ
ら
に
そ
の
流

れ
が
加
速
。
両
線
は
日
中
も
15
分

間
隔
で
列
車
が
行
き
交
い
、
乗
客

の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
神
鉄
の
乗
客
数
は
１
９

９
０
年
代
前
半
を
ピ
ー
ク
に
減
少

へ
と
転
じ
た
。そ
の
理
由
に
つ
い
て
、

岸
本
和
也
代
表
取
締
役
専
務
は

 ◆ 湊川駅
開業当時の終着駅　
　昭和3年に神戸電鉄の前身であ
る神戸有馬電気鉄道が開業して以
来、40年間にわたって終着駅とし
て営業。当時は改札口とホームが
同一階にあった。昭和43年に神
戸高速鉄道への乗り入れに際して
ホームが地下化されたものの、駅
舎はその後も使われている。神戸
市営地下鉄の開業後は、乗換駅と
して新たな役割を果たす。

◆ 鈴蘭台駅
鉄道と地域の要となる駅
　有馬線と粟生線の分岐駅であり、
ほとんどの下り列車で接続がとら
れている。駅南側には現業部門の
事務所や車両基地もあり、神戸電
鉄随一の要衝。駅前広場を含む再
開発事業が完了し、駅とつながる
ビルにはスーパーやカフェに加え
て区役所が入居するなど、地域の
人々にとってもその存在は大きい。

湊川駅の外観。駅舎は昭和 3年開業当時
のものが今も使われている

4～ 7階には区役所も入居している

地域鉄道を訪ねて【兵庫県】神戸電鉄

岸本和也代表取締役専務

「
沿
線
の
就
学
・
就
労
人
口
減
少
が
背
景
に

あ
る
」
と
話
す
。
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
の
電
化
・

複
線
化
に
よ
る
増
発
な
ど
も
、
お
そ
ら
く

影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

利
用
し
や
す
い
形
で
の

路
線
存
続
を
模
索

　

乗
客
数
減
少
は
、
鈴
蘭
台
駅
か
ら
北
西

に
伸
び
る
粟
生
線
が
よ
り
深
刻
だ
。
神
戸

市
営
地
下
鉄
の
延
伸
や
、
並
行
道
路
の
整

備
に
よ
っ
て
神
戸
市
中
心
部
へ
の
直
行
バ

ス
が
登
場
し
た
こ
と
で
、
利
用
者
が
流
出
。

少
子
化
も
影
響
し
、
こ
の
20
年
で
乗
客
は

半
減
し
た
。
神
鉄
で
は
粟
生
線
の
赤
字
を
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削
減
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
存
続
を

模
索
し
て
い
る
。

　
「
平
成
21
年
に『
粟
生
線
活
性
化
協
議
会
』

が
設
立
さ
れ
、
平
成
29
年
に
は
地
域
の
バ

ス
会
社
も
含
め
た
『
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
』
が
策
定
さ
れ
る
な
ど
、
利
用
促

進
に
向
け
た
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
鉄
道
を
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、

利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
暮
ら
し
や
す
い
魅

力
あ
る
地
域
を
作
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で

す
。
地
域
の
人
々
が
使
い
に
く
い
形
で
鉄

道
を
残
す
こ
と
は
本
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
低
下
に
つ
な
が
る
対
策

は
、極
力
避
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
岸

本
専
務
）

　

例
え
ば
、
粟
生
線
で
は
列
車
の
行
き
先

を
需
要
に
応
じ
て
細
か
く
設
定
。
わ
ず
か

２
駅
間
だ
け
を
走
る
区
間
列
車
も
あ
り
、

よ
く
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
粟
生
駅
で
は
Ｊ

Ｒ
加
古
川
線
や
北
条
鉄
道
の
列
車
と
の
接

続
を
極
力
確
保
し
、
鈴
蘭
台
駅
で
は
有
馬

線
と
粟
生
線
の
乗
り
換
え
も
ス
ム
ー
ズ
だ
。

鉄
道
の
維
持
に
つ
な
が
る

「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
」

　

そ
の
粟
生
線
に
乗
っ
て
み
る
と
、
末
端

の
区
間
で
も
一
定
の
利
用
が
あ
る
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
る
。
小
野
駅
か
ら
は
学
校
帰
り

の
高
校
生
が
ど
っ
と
乗
り
込
み
、
３
両
編

成
の
車
内
は
俄
然
に
ぎ
や
か
に
。
こ
れ
だ

け
の
乗
客
が
い
る
路
線
を
バ
ス
に
転
換
す

る
の
は
、
い
さ
さ
か
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思

え
た
。
ま
ず
は
利
便
性
を
上
げ
、
今
の
利

用
者
を
つ
な
ぎ
と
め
る
こ

と
が
、
存
続
に
向
け
た
第

一
歩
で
あ
ろ
う
。

　

同
時
に
、
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
も
神
鉄
に
と
っ

て
大
切
な
課
題
だ
。
神
戸

市
と
は
連
携
協
定
を
締

結
し
、
快
適
な
駅
前
空

間
の
整
備
や
空
き
施
設
を

◆ 谷上駅
神戸市営地下鉄 北神線との乗
換駅　
　かつては地上駅だったが、昭和63
年の北神急行電鉄（＊）の開業時に一体
の高架駅となった。平成13年に改良
工事が行われ、両社の列車が同一ホー
ムで乗り換えできるように。北神急行
線は令和 2年に神戸市営地下鉄北神
線となり、利用者の動きにも変化が起
こっていた。現在、同線の運行業務は
神戸電鉄が受託している。
（＊）鉄道・運輸機構（旧：鉄道公団）が新神戸・谷上間のうち、北神トンネル約 3.9Kmを施工。

◆ ウッディタウン中央駅
ニュータウンの中心部に位置
　公園都市線の延伸に合わせて開
業した、神戸電鉄でもっとも新し
い駅の1つ。北摂三田ニュータウ
ンの中心部にあり、周辺にはさま
ざまな商業施設に加えて映画館や
公園が集まる。同線の列車は全て
三田駅まで直通し、利便性を確保。
神戸・大阪方面への通勤や通学に
配慮し、24時台後半まで運行され
ている。

利
用
し
た
沿
線
の
活
性
化
と
い
っ
た
、
利

用
者
参
加
型
の
街
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
＃
駅
活

～c
h
a
l
l
e
n
g
e
」
を
推

進
。
三
田
市
と
は
、
駅
の
ク
リ
ス
マ
ス
装
飾

な
ど
で
、
地
域
の
盛
り
上
げ
に
貢
献
し
て

い
る
。
ま
た
、
粟
生
線
を
は
じ
め
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
臨
時
列
車
の
運
行
や

ブ
ー
ス
出
店
、
自
然
豊
か
な
沿
線
を
巡
る

「
神
鉄
ハ
イ
キ
ン
グ
」
な
ど
、
沿
線
の
魅
力

発
信
に
も
余
念
が
な
い
。

　
「
近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
働
き
方
が
多
様
に

な
り
、
人
々
が
住
ま
い
に
求
め
る
も
の
も

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
地
域
の
人
々
の
満
足
度
を
高
め
、

ま
た
『
こ
ん
な
ま
ち
に
住
ん
で
み
た
い
』
と

思
う
人
を
増
や
す
こ
と
で
、
定
住
人
口
の

増
加
に
つ
な
が
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

取
材
を
終
え
た
帰
り
道
、
夜
９
時
を
過

ぎ
た
粟
生
線
の
列
車
に
は
、
な
お
多
く
の

人
が
乗
っ
て
い
た
。
仕
事
を
終
え
た
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
、
制
服
を
着
た
高
校
生
、
大
き

な
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背

負
っ
た
お
年
寄
り
は
旅
行

帰
り
だ
ろ
う
か
。
駅
に
着

く
た
び
、
一
人
、
ま
た
一
人

と
列
車
を
降
り
、
家
路
に

就
く
。
こ
の
人
々
の
〝
い

つ
も
の
日
常
〞
を
守
る
べ

く
、
神
鉄
も
ま
た
前
を
向

い
て
進
む
こ
と
だ
ろ
う
。

鈴蘭台車庫。見学会等のイベントも行われる

鈴蘭台駅。左奥に向かうのが粟生線、右奥に
向かうのが有馬線で、左端は留置線

券売機で販売できないお得切符類は自動販売
機で販売されている

令和 3年 11月に開催された「六甲山の渓谷“逢
山峡”をハイキングで満喫しよう！」の様子
（画像提供：神戸電鉄）

ウッディタウン中央駅の外観

神鉄で最も新しい駅。天井が高く開放
的な雰囲気

ショーケースは社員が飾り付け、神鉄
の「GOGOトレイン」が走っていた
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サポーターの声
Supporter's Voice

　令和2年９月、１本の映画が初公開を迎えた。「神
さま、わたしの鉄道をまもって。」と名付けられた
この作品は、神戸電鉄粟生線を題材にしている。総
合プロデューサーを務めるのは、「粟生線の未来を
考える市民の会」代表でもある、山本さんだ。
　「製作を思い立ったのは、平成30年のことです。
この年の３月に三木駅が近隣
火災の影響で焼失したことを
きっかけに、住民の粟生線に対
する関心が高まっていました。
そこで、ローカル線を残す意義
などを考えてもらうツールとし
て、映画の製作を思いつきまし
た」
　制作資金を募るクラウドファ
ンディングでは、目標額を上回
る127万円を達成。メガホン
は幼馴染でもある映画監督の
小西さんに委ねた。
　「通学で使っていた頃は満員
だった電車が、今はこんなにガ
ラガラなのを見て、驚きました。
『車があるから鉄道はいらない』と言う人も多いで
すが、車を使えない人、特に学生はそういうわけに
いきません。まずは映画を通じて鉄道に興味を持っ
てもらえたら、という思いで作りました」（小西さん）
　主人公は、神社の宮司の一人娘。駅の火災をきっ

かけに地元の鉄道を守りたいと考え、神社を継がせ
たい父親に反発する中、神社に伝わる宝を誤ってな
くしてしまい……というストーリーだ。もちろん舞
台は神鉄とその沿線で、キャストやスタッフにも地
元の人々が名を連ねる。脚本作りから２年以上かけ
て公開にこぎつけたが、もちろんゴールはそこでは

ない。
　「作品のクオリティも大切で
すが、この映画が新たな動きを
起こす原動力となれるよう、意
識しました。映画も存続活動も、
“一発屋”では意味がありませ
ん。神鉄を利用してのロケ地巡
りや脱出ゲーム、グッズの製作
など、次の一手につなげられる
ものができたと思っています」
（山本さん）
　「コロナ禍の今、この映画の
ように『当たり前にあるものが、
ある日突然なくなってしまう』
ということが現実となっていま
す。映画が『本当に大切なもの

とは何か』を考えるきっかけになれば幸いです」（小
西さん）
　山本さんは、同様の映画を全国から集めて映画祭
をしてみたいとも話す。その時はこの映画が“宝”
となり、粟生線を守る力を与えてくれるに違いない。

◆ 粟生駅
通学生も多く利用する乗換駅　
　国鉄（現：JR）加古川線と北条
線（現 :北条鉄道）に接続する形で、
昭和27年の粟生線全通時に開設。
当初から国鉄駅の一部を間借りす
るような構造だが、現在は独立し
たホームや改札口が設けられてい
る。多くの列車で JRと北条鉄道に
乗り換えできるダイヤが組まれて
おり、特に朝夕は沿線住民や通学
生でにぎわいを見せる。

◆ 有馬温泉駅
言わずと知れた名湯のお膝元
　例年150 万人以上が訪れる有
馬温泉の北側に位置し、その標高
は357ｍと、神戸電鉄の駅では最
も高い。ここから温泉街に続く坂
道には名物「炭酸せんべい」を売
る土産物店などが軒を連ねている。
温泉はもちろん、秋の紅葉も有名。
行楽シーズンには神鉄の車窓も赤
く染まり、全国から多くの人が訪
れる。

1 本の映画を起爆剤に、粟生線を守る
◉粟生線の未来を考える市民の会　
代表 山本 篤さん／小西 イサオ さん

地域鉄道を訪ねて【兵庫県】神戸電鉄

小西イサオさん（左）と山本篤さん（右）

映画の1シーン。撮影は駅や車内でも行われた

「亀甲紋」を採用したホームの柱照明

粟生駅の
外観

JRの列車と接続する神鉄の列車

モダンな造りの駅舎。2階にはカフェ
も併設されている


